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第２回あさご未来会議「未来の新聞づくり」の記載内容まとめ 

 

１ 未来の新聞づくり 

項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来市への移住者増 若い人も定年後も Uターン  

・定年後も住みやすいまち。 ・高齢者が住みやすい地域社会。 

・地域での支え合い。 

・若い世代も Uターンで３世代が交流。 

・子供の声も響く 住みやすいまちランキングに常に上位。 

・地域で子育て。 

・地域内の支え合い、多世代での交流。 

２ 子ども未来会議開催 小中高生が朝来市の未来提言へ  

・待機児童０と日本一安い保育料。 ・子育て環境の充実。 

・子育てに係る経費の軽減。 

・中高生が使いやすいカフェを市役所内に開設。 ・中高生の居場所づくりの充実（和田山駅の待ち時間対応含む）。 

・20代・30代参加の「若者未来会議」開催決定。 ・若者世代（小中高含む）のまちづくりへの参画。 

・若者世代（小中高含む）の対話の場づくりの必要性。 

３ 朝来市特産品が外国で予約殺到  

・高校生が企画開発した商品が大人気。 ・高校生のまちづくりへの参画（提言だけでなく実行につなげる）。 

・日本酒とのセット販売が大ヒット。 ・朝来市特産品の販売ルート確立（海外含む）。 

４ お困りごと掲示板  

・お困りごとに対するアイデアを市内から受け付ける。 ・地域での助け合い、支え合い。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 大人気ゲーム聖地巡礼で入場者 100万人突破  

・大人気ゲームの聖地（神子畑）巡礼で 100万人来場。 ・観光客誘方法の工夫（ゲームクリエイターとの連携等）。 
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項目 記載内容 抽象化 

１ テクノロジーで市民の暮らしを支えるまち ICTの活用 

・一家に一台タブレット。 

住民票の申請や地域のコミュニティ。 

・申請書類のデジタル化。 

・広報等のデジタル化。 

・充実した医療サービス。 

遠隔医療可能（診断・処方・相談等）。 

・オンライン活用による地域医療の充実。 

・充実した交通サービス。 

 いつでもどこからでも乗車可能。 

・IoTを活用した地域公共交通の効率的な管理運営。 

・住民満足度 80％達成。 ・ICTの活用により安全安心な暮らしの実現による住民満足度の向上。 

２ 若者 Uターン 70％達成  

・若者 Uターン者 70％超える。 ・Uターン者の増加（若者回帰率の増加）。 

・若者が中高生に地域の魅力を伝える伝道師として活躍。 ・中高生や若者のシビックプライドの醸成。 

・まちでの若者の主体的な活動が活発。 

・若者がファシリテーターとして活躍。 ・対話の場づくりと市民ファシリテーターの活躍。 

３ まちの癒しの場ができました  

・移動販売車にみんなが集まりコミュニケーションの場に。 ・高齢者の買い物支援の仕組みの構築。 

・地域での集いの場やつながりの場の必要性。 

・コミュニティに参加しない人、高齢者の見守り。 ・地域での多様な人と人とのつながり。 

・孤立しがちな人への地域でのつながり、見守り。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来市人口 3.5万人 V字回復  

・出生率が 2.0を超す勢い。 ・出生率上昇の必要性。 

・家族で住みたいまちランキング近畿版ノミネート。 

・結婚・引っ越し助成金スタート。 

・助産師が朝来市に医院をオープン。 

・安心して出産できる環境整備。 

・新婚世代や若者世代が住みやすい（居住地として選択）環境整備。 
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２ 世界へのステップ グローバル田舎の先駆けサテライト  

・空き家をリノベしてサテライトシェアハウスに。 

・空き家率の低下。 

・空き家の利活用。 

・サテライトオフィスやサテライトシェアハウスなど多様な人が朝来市

に滞在するしくみづくり。 

３ 朝来市では農業に力を入れています  

・多様な職業の人が家庭菜園からマルシェでの販売まで農業を

楽しんでいる。 

・農業の多様な携わり方の推進。 

・多様な農業の在り方、販売方法の充実。 

・プロの講師が栽培方法を教えてくれる講座。 ・市民が気軽に農業（栽培方法）を学ぶ機会づくり。 

４ 竹田城跡  

・ロープウェイ建設へクラウドファンディングの実施。 ・竹田城跡の観光資源としての魅力創出。 

・多様な自主財源の確保方法の検討・活用。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 母親の子育て満足度№１  

・母親の笑顔が地域の笑顔に。 ・女性が働きやすい環境づくり。 

・女性が地域で活躍しやすい環境づくり。 

・男性の家事分担率日本一。 ・男女共同参画の考えに基づく家庭づくり（家事・育児・介護の男女共同）。 

・栄養価が高く安全な「オーガニック給食」視察が相次ぐ。 ・地域の農業と連携した安全安心な学校給食。 

２ 子どもは皆の宝物！  

・高齢者たちが地域での見守り、助け合い。 

・子どもは皆の孫が合言葉。 

・地域で子どもを育む（見守り、助け合い、教育など）。 

３ 出身者の Uターン増加が進む  

・魅力的な職が増え求人に応募殺到。 ・若者にとっての魅力的な働き方、職場環境づくり。 

・給食に提供される有機野菜づくり、人手不足が深刻。 ・安全安心な農作物の生産販売の充実。 

・学校給食の市内有機野菜の活用。 

・豊かな自然が残るまち。 ・自然との共生の推進。 
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項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来大学開校  

・農林水産科など専門分野を教える学部が設置。 

・地元の技術者などが教授等で再就職し技術の継承を図る。 

・農林業後継者の育成と技術継承の必要性。 

 

・大学生が朝来市に住み消費が向上。 ・若い世代の人口増加による地域経済の向上。 

２ 高齢者の一言  

・働く場所がいっぱい。 ・生涯現役で活躍（多様な働き方、地域での活動）。 

・規則正しい生活、体を動かす生活。 

・医療費も不要。 

・健幸づくりの推進。 

・住みやすいまち。 ・地域等に居場所（役割）がある。 

３ 貯蓄額ランキング１位  

・貯蓄額ランキング１位となり住みやすいを象徴。 ・生涯現役で活躍。 

・相互扶助（近所の農作物などお裾分け）など生活費が少額。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 白銀のオオサンショウウオ発見  

・ハンザキフェスティバル開催。 ・自然との共生。 

・自然環境等を地域資源として活用。 

・ハンザキバーガー、岩津ねぎ丼。 ・地域特性を生かした特産品づくり。 

２ 住みやすいまちづくり大賞受賞  

・市民タクシー実用化 ネット連絡、市内どこでも 500円。 ・市内移動の地域で支え合い。 

・通学、通勤、買い物に新交通システム。 ・地域公共交通の充実。 

・防災・防犯対策も№１。 ・地域での防災防犯の取組。 

・６G利用可能でお仕事や文化などリモート活用。 ・情報通信網の充実による仕事や観光文化などへの ICT活用。 
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３ 思いやりのあるまち（コラム）  

・地域の人が先生となり学校の空き教室や公民館で多様な学

び、文化継承を行っている。 

・生涯学習の充実。 

・サークル活動が盛んでみんなが生き生きと暮らし、健康寿命

№１。 

・生涯現役で地域社会の中で役割を持つ。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 地域の自立化日本一 ～自助・共助・公助～  

・まちづくり 

 地域による特色あるまちづくり、絆づくり。 

・自立した地域経営。 

・地域特性のある主体的な地域づくり。 

・人と人とのつながりによる安心安全、地域共生社会。 

・ひとづくり 

 地域人材の育成、移住者の支援。 

・地域づくり人材の育成。 

・移住者等の地域の受入れ体制の充実。 

・しごとづくり 

 生きがい、働きがいのあるしごとづくり。 

・多様な働き方の実現。 

・生涯現役で活躍。 

・市内における経済循環の確立。 

２ 自主財源の確保  

・公共施設の再配置。 ・公共施設の再配置。 

・地域と行政による観光振興。 ・市民参画による観光振興。 

・地域資源を生かした体験プログラム等地域との協働による観光振興。 

・地場・特産品の販売促進。 ・地産地消の取組推進。 

・農産物・特産品の販路の拡大・確立。 

・企業誘致の促進。 ・企業誘致。 
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３ 市民生活の向上  

・子育て支援の充実。 ・子育て支援の充実。 

・公共交通網の整備。 ・地域公共交通の充実。 

・高齢者福祉の充実。 ・高齢者福祉の充実。 

・移住者（外国人、Uターン、Iターン）、定住者支援。 ・移住者等の受入れ体制の充実。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来市子育てランキング全国１位  

・優れた教育環境が評価。 

 教育・学びに特化した市の取組が実る。 

・子育て、教育、生涯学習等学びの充実。 

・お母さんが子どもと集える施設が充実。 ・子育て環境の充実。 

・出生率増加中。 ・出産、子育てしやすい環境整備。 

２ 合併後最多の移住者を記録！  

・気軽なまちの雰囲気が全国で評判に。 ・多様性を認め合う関係性。 

・お年寄りも ITでつながる先進的なまち。 ・ICT活用。 

・いつでもどこかで人が集まり賑わいがある。 ・多様な集いの場、つながりの場、対話の場。 

３ 開業企業続々！！  

・職人養成学校生徒募集！ ・起業支援の充実。 

・多様な挑戦が生まれやすい雰囲気。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 循環型エネルギーの明るいまち  

・市内の電気を全て自然エネルギーによりまかなう。 ・自然との共生。 

・循環型エネルギーの活用。 

・電気自動運転バスが運行開始。 

 高齢者通院、子どもの通学、買い物などに利用。 

・IoTを活用した地域公共交通の充実。 
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２ 地域の方とのコミュニケーションの場が完成  

・子どもからお年寄りまで全ての人が意見交換できる場。 ・多世代の集いの場、対話の場。 

・地域全体での支え合い、子育て世代の方々の転入増加へ。 ・地域での支え合い。 

・地域で子どもを育む。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来市民の総合幸福度 世界一位に  

・介護制度の充実で高齢者も安心。 ・高齢者福祉の充実。 

・地域での支え合い。 

・コンパクトシティの実現により利便性向上。 ・生活に必要な施設等の集約化。 

・持続可能なエネルギーの活用による自然環境の保全。 ・循環型エネルギーの活用。 

・自然との共生。 

２ 全国平均 2倍 驚異の出生率  

・充実した子育て環境。 

 安心・安産・安価。 

 学校教育レベル最高水準。 

 子育て支援の豊富さ。 

・子育て環境の充実。 

・安心した出産・子育て環境。 

・学校教育の充実。 

 

・子どもが自立するまで完全バックアップ。 

 地域ぐるみの人材育成。 

 就職先の確保。 

 起業安心サポート。 

・地域と協働による人材育成の充実。 

・多様な魅力ある仕事づくり。 

・起業支援の充実。 

３ 移住希望者 10年前の 100倍  

・市民一人一人が全国に朝来の魅力をアピール。 ・シビックプライド。 

・市民自らまちの魅力の発信者。 
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４ 市内農業所得公務員平均上回る  

・市内農業グループが増え、大活躍。 ・多様な農業のスタイルによる農業従事者増加。 

・農業所得の向上。 

・農産物販路の拡大。 

・学校給食は全て市内の農園野菜。 

 地産地消でアレルギーも減る。 

 オーガニック野菜で子どもの食の安全を守る。 

・学校給食の市内有機野菜の活用。 

・有機野菜の栽培による安全な食の推進。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 朝来市は求心力のあるまちに UIJターンの増  

・公共交通機関のダイヤ増。 ・地域公共交通の充実。 

・移住後も得意なこと好きなことを活かして地域で活躍する人

が大勢。 

・誰もがまちの一員として得意なことを活かして活躍。 

２ 朝来市に専門職大学が新設  

・日本初３Dプリンタを扱う技術が学べる。 

 今後も新たな分野を学ぶ学科新設予定。 

・新たな技術を学ぶ場。 

・若者の移住・研修生の増。 ・新たなまちの動きがまちの魅力。 

・地域経済の活性化に寄与。 ・若い世代の人口増加による地域経済の向上。 

３ 銀の馬車道・鉱石の道 日本遺産から世界遺産に！  

 ・観光振興の充実。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 中高生が地域で活躍  

・高校生がカフェをオープン。 

・地域の学生が住民の皆さんと古民家改修。 

・高校生が地域で活躍する場づくり。 
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２ 大好評！  

・オオサンショウウオと出会うナイトハイク。 ・自然との共生。 

・地域資源を生かした体験プログラム（観光、教育）。 

３ 住みやすさ  

・移住者満足度五つ星！ ・移住者等の受入れ体制の充実。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ みんなが幸せなまち  

・多世代交流ができるコミュニティが充実し、公民館や古民家

に赤ちゃんを連れたママさんや学校帰りの子どもたち、高齢

者までたくさんの世代の方々が集い、楽しい時間を共有。 

・地域コミュニティの充実。 

・多世代交流の充実。 

 

・子育て中のママさんたちが高齢者の方々に子育ての悩みを相

談し、高齢者から子どもたちは昔の遊びを教わっている。 

・地域で子どもを育む。 

・「子どもはみんなで育てるもの」地域全体で子どもを見守り、

一人暮らしの高齢者の家にはみんなが声をかけに行ったり

と皆で助け合いながら暮らせるまちだ。 

・人と人とのつながり。 

・地域共生社会。 

・地域での見守り活動。 

・市民の声から生まれたもので、誰もが主体となりまちづくり

をしている。 

・地域の主体的な地域づくり活動。 

・子どもを育てながら仕事ができたり、子どもと一緒に働ける

システムなど、周囲の理解もあり、選択肢も豊富。 

・女性の多様な働き方の実現。 

 

・市民が安心して暮らせ、幸福度が高い。 ・安心安全なまちづくり。 

・幸福度、満足度が高いまち。 
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２ 地域公共個通の充実  

・バスや乗り合いタクシーなど公共交通機関が充実。 ・新たな移動手段の導入など多様な公共交通機関。 

・公共交通機関の充実。 

・バスの本数を増やし、利用者が高齢者や小学生以下の子ども

など大幅に増加。 

・新たなまちの動きがまちの魅力。 

・高齢者が外に出る機会が大幅に増え、健康寿命も大幅に伸び、

健康寿命日本一になっている。 

・高齢者の出かける機会の創出。 

・健幸づくりの充実。 

・バス利用者増により地元消費額も増え、地元スーパーや小売

店、外食店等も利益も年々増加。 

・地域経済と連携した公共交通網。 

３ 若者が集まる魅力的なまち  

・自然を楽しめ、古民家を活用したおしゃれなカフェや雑貨店、

ホテルが人気を集め、SNS で話題が広がり、全国各地から若

者が訪れ、移住者が増えている。 

・古民家活用。 

・自然など地域資源を活用。 

・若者が魅力的と思えるまちの魅力創出。 

 

項目 記載内容 抽象化 

１ 全国所得ランキング全国１位  

・大型工場誘致成功。 ・企業誘致。 

・朝来農産物海外セレブに大人気。 

岩津ねぎ、但馬牛、お米の独自ブランド化。 

・農産物等の販路拡大。 

・農産物のブランド化。 

・Uターン者、移住者増加。 ・Uターン者、移住者増加。 

２ 朝来エデュケーションカリキュラム完成  

・教育・保育の充実、子育てしやすいまち全国１位。 ・教育、保育の充実。 

３ あこバス自動運転開始  

 ・IoTを活用した地域公共交通の充実。 

４ 自然に囲ま絵れたカフェ、グランピングオープン  

 ・自然など地域資源を活用。 
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２ ふりかえり対話 

（１）全般的なこと 

⚫ 幸福度は何かを考え、住民自身が幸せを実感することが大切。 

⚫ 住民の幸福を考えていくことが大切。 

⚫ コロナ禍での新たな発想を大切に。今まで安泰だと思っていたことがそうではなくなる。 

⚫ 「みんなが住みたい」と思えるまちが良い。 

⚫ 「家族で住みたちまち」というフレーズが良かった。 

⚫ 外に求めることも大切だが、内発的な力が今後は益々大切になってくる。ここにしかないものを活かすことも含めて。 

⚫ 地域の力をしっかりつけていくことが大切。 

⚫ 20代、30代が対話し、意見等をまちづくりに反映したり、まちづくりへ参画したりするように。 

⚫ 新聞の内容は、朝来市らしく、希望に満ちているものだった。 

（２）地域共生社会のこと 

⚫ 悩んでいても取り残されない、人とつながれることが大切。自治協の喫茶は多くの人が集える場となっていて良い交流。今後は、食堂も開設し
たりし、子育てママなど多様な人が集えるようにしていくと良い。 

⚫ 子育て世代や高齢者のサポートなど、互いに支え合っていくことが大切。 

⚫ 地域コミュニティの大切さ、人と人とのつながり、コミュニケーション等、重要なキーワードはどのグループも同じ。 

⚫ 人と人とのつながりは、安心につながる。 

⚫ 不安よりも、頼れる人がいるという希望があるということが大切。 

⚫ カフェなど多様な集う場は多くの班であり、今後大切になってくると思う。 

⚫ 高齢者のみならず子育て世代にとっても地域での支え合いが大切。 

（３）子育て・教育のこと 

⚫ 地域で子育てをしていくことが大切。 

⚫ 子育てなど若い人向けの施策をメインにしていくことが今後は大切。 

⚫ 子育ては母親がするのが当たり前だと思っていたが、父親の参加も大切だと感じた。 

⚫ 朝来市は子育てしやすいまちだ。子育てに関する記載が多いため、子育て支援の充実が今後益々重要になってくる。 

⚫ 子育て支援の充実の記事の多さは、朝来市づくりに期待されていることが分かる。 

⚫ 子育て施策や家族を大切にすることが、女性の多様な働き方にもつながる。 
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⚫ 子育て施策の充実が出生率上昇にもつながり、大切なこと。 

（４）自然との共生のこと 

⚫ オオサンショウウオ等を中心に自然を守っていく視点が今後必要。人が多く来てほしいが、環境保全にも注力をしていくことが大切。 

⚫ 自然を地域資源として活かしくことは今までできていなかったが、今後の可能性としてある。 

（５）農林業振興のこと 

⚫ 農業で生計を立てていけるために、岩津ねぎ以外に全国に誇れる特産品を。 

（６）移住定住のこと 

⚫ 朝来市で育った子どもたちには、いつかは帰ってきてもらえるようなまちに。 

⚫ 朝来市はとても住みやすいまち。Uターン・Iターン者への移住後のフォローをしっかりとしていくことが大切。（60代、Uターン者） 

⚫ 移住者等が朝来市に溶け込めるように、しっかりコーディネートしていくことが大切。 

⚫ ただの人口増ではなく、住みたいまち・魅力的なまちになった結果の人口増に。 

（７）地域公共交通のこと 

⚫ 市民タクシーなど新たな公共交通手段の導入により地域公共交通の充実が必要。 

（８）あさご未来会議など多様な市民の対話の場のこと 

⚫ 本年度は２回と少ないあさご未来会議だったが、意見交換がしっかりできて良かった。 

⚫ あさご未来会議で初めて出会った人と対話することは、自分にとってもとてもプラスになった。 

⚫ 子どもと一緒に参加できて良かった。 

⚫ 活発な意見を聞けて良かった。 

⚫ 若い人の話を聞けて良かったし、もっと話したいと思った。 

（９）その他 

⚫ 多様な考え方があった。多様性が今後は大切だと感じた。 

⚫ 大学の誘致など若い人が集まることが活力につながる。 

⚫ 駅近くでネットが使える場は多くの人が同意。 

⚫ 市役所も多世代の居場所づくりにつながる場所があれば良い。 

⚫ どのように伝えるのか、伝え方が大切。 

 


